
【CATS Format】C-CATでの既存パネル検査仕様変更に対するゲノムデータ管理室とのテストフロー説明資料 資料版数：1.0

※「既存パネル検査仕様変更」は検査会社がC-CATに送付するデータ(主にCATS Format データ)において生じた変更を表す。CATS Format で使用するキーの増減や値の変更、フォーマット自体のバージョンアップなど。

時系列 想定期間 検査会社 C-CATゲノムデータ管理室 C-CAT内ベンダー(ベンダー)

仕様変更

３カ月前

仕様変更

２カ月前

変更内容・時期決定。

変更内容一覧を作成し、時期とと

もにゲノムデータ管理室に連絡。

変更内容・反映時期の予定が

立ったら連絡する。

※仕様変更直前に連絡をも

らっても対応できないため、

遅くとも３カ月前には連絡す

る。

変更内容・時期を

元に開発スケジュール検討開始。

開発スケジュール作成。

※テストデータ受領時期算出。

テストデータ確認事項作成。

仕様変更までのスケジュール調整

調整事項：

１．テスト回数（変更内容に応じて検討。基本的には運用開始時と同様。）

２．テスト期間（変更内容に応じて検討。基本的には運用開始時と同様。）

３．テストデータ数（変更内容に応じて検討。直近の本番データを使用することも検討。）

４．テストデータ内容（満たすべき条件の詳細はテストデータ確認事項一覧に記載）

５．上記１～４を踏まえた上での仕様変更時期

検証項目詳細作成

目視確認詳細作成

適宜

実施

検証項目詳細レビュー

目視確認詳細レビュー

※適宜フィードバックと再レ

ビュー実施

テストデータ送付

システム改修

※適宜ゲノムデータ管理室と仕

様について協議。

ベンダーにデータを共有

検証開始

データ検証（１回目）開始

検証項目詳細の全項目を確認。

C-CAT調査結果を目視確認。

データ検証（１回目）報告

検証内容をまとめて報告。

変更点チェックリスト作成。

データ検証（１回目）結果確認

ベンダーへのフィードバック事

項、検査会社へのフィードバッ

ク事項をまとめる。変更点

チェックリストとベンダーが作

成したC-CAT調査結果を検査会社

に送付する。

データ検証（１回目）フィード

バック反映

１回目の事項について再テスト。

２回目に向けた準備。

データ検証終了の連絡

データ検証終了 データ検証終了

検査会社がテストデータを

修正し、再送する。

約１週間を想定

※検査会社と要調整

検査会社のテストデータを

ベンダーが検証する。

C-CATが検証結果を

確認する。

約２週間を想定

内訳：

ベンダー検証 1.5週間

C-CAT確認 0.5週間

C-CATでの更新予定

時期を元に、ベンダーが

スケジュール作成。

約１週間を想定。

C-CAT、検査会社、

ベンダーでスケジュールを

すり合わせる。

約２週間を想定。

C-CAT、ベンダーで

検証項目詳細及び

目視確認詳細を作成する。

約１週間を想定。

※予定通りにテストデータを

送付いただけない場合、

更新時期の延期を検討する。

テストデータ検証を

終了してよいかC-CATが

判定する。

約１週間を想定

内訳：

C-CAT確認 1週間

テストデータ確認事項

検査会社が作成するテストデータにおいて、

満たすべき内容を一覧化したもの。

プログラムで実行する自動的なチェックでは

検知できない内容をチェックするためのもの。

ベンダーが作成、C-CATが確認し、検査会

社へ送付する。

検証項目詳細

検査会社が作成するテストデータに対して、

ベンダーが検証する項目を一覧化したもの。

ベンダーが作成し、C-CATが確認する。

変更点チェックリスト

検査会社がテストデータを再作成する際、

変更が生じた項目をチェックするもの。

ベンダーが作成、C-CATが確認し、検査会

社に送付する。

テストデータの再作成や出力内容の変更に

応じて、検査会社が該当箇所をチェックし、

C-CATに送付する。

テストデータ送付準備など対応

目視確認詳細

検査会社が作成するテストデータに対して、

ベンダーが目視確認する項目を一覧化した

もの。

ベンダーが作成し、C-CATが確認する。既

存パネルの更新の場合、本番データに対す

る目視確認項目も作成する。

総合テスト(仕様変更反映を想定し

た一気通貫のテスト)について調整

し、必要があれば実施する。

他室とのテストが完了しているこ

と、総合テストの実施要否につい

て協議していることが前提。

C-CAT調査結果

作成システム

や他のC-CAT

システムにリ

リースがある

場合

C-CAT調査結果作成システムリ

リース

C-CAT調査結果作成システムや他のC-CAT システムにリリースがある場合、

それらが正常に稼働することを各ベンダーが確認するため、１週間程度の猶予期間を設ける。

ベンダーはリリースの日程を検査会社に連絡する。

※この期間中にシステムに問題が発生した場合、

ベンダーはC-CAT・検査会社に連絡の上、データ受付の延期を検討する。

※他のC-CAT システムも必要に

応じて各ベンダーがリリース

開発スケジュール確認。

変更内容一覧

検査会社の仕様変更に基づく、CATS 

Format データへの変更内容をまとめたもの。

主に下記についてまとめる。

・変更するCATS Format データのキー

・どのように変更するか

・変更の理由

検査会社が作成し、C-CATへ送付する。

※パネルのバージョンなど変異でない情報の変

更についても記載する。

検証結果に

問題ないか。

検証結果に問題あり

→２回目のデータ検証を実施。

変更時期の延期検討。

フィードバック事項、変更点

チェックリスト、C-CAT調査結果

を確認

検証結果に問題なし

検証結果に問題あり


